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中国人日本語学習者の

語彙的複合動詞の習得に影響する要因

玉岡賀津雄・初 相娼

要旨 中国人日本語学習者を対象に、語彙的複合動詞 Vl+V2の習得に影響すると予想される要因
を4つ設定した。具体的には、(1)Vl動詞の難易度、(2)V2の 他動性、(3)複合動詞の抽象性、(4)

1年間か 2年間かという日本語学習期間である。分析の結果 (図 1の分類木分析のデンドログラ

ム)、 主要な要因は Vl動詞の難易度であった。Vl動詞が「易しい」場合は、79.3%の 正答率で、

Vl動詞が「難しい」場合は、62.1%の正答率であった。Vl動詞の違いから分岐して、「易しい」場

合には、日本語学習期間が影響した。2年間の日本語学習期間では 82.3%の正答率であり、1年間

の場合には 74.5%の正答率であった。さらに、V2動詞の他動性の影響がみられ、最も習得が容易

だったのは、複合動詞の抽象性に関係なく、V:動詞が易しく、V2動詞が他動詞で、2年間日本語

を学習した条件であり、85.3%で あった。最も習得が難しかった条件は、日本語学習期間とV2動

詞が他動性に関係なく、Vl動詞が難しく、さらにVl+V2が意味的に抽象的な語彙的複合動詞で、

正答率が 57.3%に 過ぎなかった。

1。 目的

日本語では、2つの動詞 (Vl+V2)を 結合して複合動詞をつくることができ

る。こうした複合動詞は、日本語の語彙には多くみられるものの、世界の多

数の言語では珍しい。複合動詞は、一般に、補文をつくるかどうかで、語彙

的複合動詞と統語的複合動詞の 2種類に分けられる (女臣野 1999,影山 1993,

1999,影山・由本 1997,由本 2011)。 たとえば、「飲み比べる」という語彙

的複合動詞は、先にくる動詞 (Vl)である「飲む」が、次にくる動詞 (V2)の

「比べる」と結合してひとつの動詞 [vP NP― o Vl(飲み)+V2(比べる)]をつ

くる。これに対して、「飲み終える」という統語的複合動詞は、「コーヒー

を」という名詞句が直接にVl動詞「飲む」と結合して動詞句(VIDl)を作る。
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